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田

雷
電
腎
盛
栄
机

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
公
正
貿
易
）
の

コ
ー
ヒ
ー
を
切
り
口
に
し
て
、
秋
田

と
世
界
の
関
係
を
考
え
よ
う
と
い
う

フ
ェ
ア
が
、
1
2
月
ま
で
秋
田
市
で
閑

12月まで

か
れ
て
い
る
。
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
カ
フ
ェ
を
出
し
、

1
1
月
2
6
日
に
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
交
え
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
。

2
3
日
、
J
R
秋
田
駅
東
口

の
ア
ル
ヴ
ェ
で
行
わ
れ
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

公
開
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
。
会

場
の
一
角
に
、
コ
ー
ヒ
ー
の

ブ
ー
ス
が
登
場
し
た
。
手
作

り
の
パ
ネ
ル
や
チ
ラ
シ
で
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
紹
介
し
、

1
杯
1
0
0
円
で
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
の
タ
イ
産
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
た
。

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ

ア
」
と
名
付
け
た
催
し
で
、

国
際
協
力
機
構
（
J
I
C

A
）
東
北
支
部
と
、
学
生
、

教
員
、
会
社
員
ら
約
1
5
人
が

参
加
す
る
実
行
委
員
会
が
企

画
し
て
い
る
。
「
J
J
C
A

で
行
う
国
際
理
解
事
業
の
一

環
と
し
て
、
最
近
話
題
に
な

23日に出店したブース。29日に同じ場所
である「あきた国際フェステイ／†ル」に
も参加する＝秋田市のアルヴェで

っ
て
い
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

を
切
り
口
に
し
よ
う
と
考
え

た
」
と
J
I
C
A
秋
田
デ
ス

ク
の
菊
地
格
天
さ
ん
。

実
行
委
員
の
一
人
、
吉
田

理
紗
さ
ん
（
讐
は
「
国
際
協

力
な
ん
て
、
自
分
の
生
活
と

は
つ
な
が
り
が
な
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
に
つ
い
て
学
び
、
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
感
じ
た
」
と

言
う
。メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
1
1

月
2
6
日
の
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
i
n
ア

ル
ヴ
ェ
」
。
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者

の
立
場
に
立
っ
て
生
産
や
取

引
を
模
擬
体
験
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
実
践
や
他
産
地
消
の
考

え
方
に
つ
い
て
の
講
演
、
討

論
会
な
ど
を
行
う
。
セ
ミ
ナ

ー
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
た

め
、
事
前
に
イ
ベ
ン
ト
へ
カ

フ
ェ
を
出
店
し
て
P
R
し
よ

う
と
い
う
狙
い
。

1
1
月
1
3
日
は
同
市
大
町
3

丁
目
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
コ
コ

ラ
ボ
ラ
ト
リ
⊥
に
出
店
。

1
2
月
1
8
日
に
は
、
活
動
の
報

告
会
も
予
定
し
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
込
み
な

ど
、
問
い
合
わ
せ
は
、
J
I

C
A
秋
田
デ
ス
ク
（
電
話
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フ
ァ
ク
ス
0
1
8
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8
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）
へ
。

経済


